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研究の背景及び目的

私はアンアウェアネス（unawareness）と呼ばれる無知の一形態について焦
点を当てて分析をしています。たとえば、自然界では以前から存在している
がロベルト・コッホが発見するまではその存在を認知されていなかった「コ
レラ菌」に対する無知の状況が挙げられます。このアンアウェアネスは現実
社会において常に付きまとう現象であり、人々の意思決定に影響を与えてい
るのは明らかなので、本研究は人間の無知と意思決定との関係を分析してい
きます。

期待される効果・応用分野

この研究は人間の無知に焦点を当てていますが、コンピュータ科学の分野とも関連を持ちます。
AIに意思決定をさせる上で状況を整理する際、AIは事前に入力された情報の範囲でしか意思決定
ができません。新しい条件が増えた場合には、AI自身で加えることができず、外部から再度入力
し直す必要があります。こうした条件の再設定にあたってのルール作りと本研究が密接に関わり
を持つと予想しています。また、本研究を発展させることで、AI自身が人間の力を借りずに新た
な条件を特定するようなプログラムを発見することができるようになるかもしれません。

■ 共同研究・特許など
アンアウェアネス関連の一部研究について、他大学の研究者と共同研究を行っています。近々、
共同研究の成果となる学術論文が国際誌より１本公開される予定です。
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